
商品市況展望 平成 24 年 3 月 18 日記 

 

◆ ＜講演会の骨子と、寄せられた質問への回答概略＞ 3 月 6 日 吉田繁治 

 

▼ Q1:世界の金融危機の時期はいつか？  

 

A : 2012 年 8、9 月から、2013 年でしょう。損からの負債には、税府・中銀が貸したにせよ、金利が累積

するからです。 

 

・デリバティブ（対象資産 6 京円：11 年 6 月：BIS 統計）と、 

・タックスヘイブン（租税回避地）のオフショア（総金融資産 1800 兆円）に隠れている世界の金融機関

の含み損は、世界合計で 2000 兆円と見ています。 

 

米国 FRB と欧州の ECB が、08 年 9 月以降まず 400 兆円を、金融機関に貸し付け、世界恐慌を防いでい

ます。 

 

日本では、2000 億円の企業年金を預かっていた投資顧問業の AIJ が、調査の及ばないオフショアで、1800

億円の損をしていることが露呈しました。デリバティブで数年は損を飛ばしていたのですが、決済時期が

来て、90％もの損が、次々に露呈したのです。1000 億円の運用損を隠していたオリンパスも、オフショ

アを使っていました。 

 

これに類する損が、世界の金融機関の、オフショア金融に隠れています。世界の銀行資産の 50％（1800

兆円）は、本拠が、ケイマン島など、世界の約 100 カ所のオフショアにあるからです。コンピュータ口座

があるだけで、建物も社員もいませんが・・・ 

 

日本の株の 70％の売買、及び日本国債の 60％の売買は、このオフショアを経由した、ガイジン・ヘッジ

ファンドです。世界の全金融（お金の流れ）の、50％～60％がオフショア経由と言われます。 

（『タックスヘイブンの闇』：ニコラス・シャクソン） 

 

2011 年～2012 年 1 月は、このオフショアからヘッジファンドが日本国債の買い越しを約 30 兆円も行っ

ています。日本国債は、国内が 94％を持つから安全と言われてきましたが、2011 年からは様変わりして

います。 

 

突然、ガイジン・ファンドの買い超が 60％に増えたのです。 

日銀が、 

・急遽、インフレターゲット 1％と言い、 

・2012 年には日本国債を 40 兆円の枠で買うと言った理由は、このガイジン・ファンドの、現物売り、空

売り、先物売り、オプション売りに備えることが目的でしょう。 

 

それしか、考えられないのです。 

 

2010 年 5 月からに続き、再び PIIGS 国債の下落危機が襲った 2011 年には、米国 FRB と欧州の ECB が、

合計約 200 兆円を、緊急に貸し付けていると見ます。 

 

2012 年 2 月、3 月の株価上昇（日米欧でそれぞれ約 10～15％）は、こうした中央銀行のマネーが、ヘッ

ジファンド（世界で 8000 本：元本資金＄2 兆：運用額＄20 兆（1600 兆円））に流れて、株買いになった

ことが原因です。 

 

http://melma.com/backnumber_21960_5509413/


日銀も、合計で資産買い受け枠（65 兆円）を使い、株を、投資信託を使って覆面買いしています。これ

で、日本株が上がったのです。 

 

現在、世界同時に、中央銀行が、「巨額マネー印刷」です。 

 

世界の国債残は、世界の GDP の 1 年分で約 5000 兆円です。2012 年の、主要国の国債の新規発行は、1000

兆円が予定されています。 

 

中央銀行が、マネー印刷して買い受けない限り、国債が暴落して、金利が高騰します。このために、日米

欧の中央銀行が、同時にマネーを刷るのです。すごいことになってきました。 

 

中央銀行の、マネー印刷と供給で注意すべきは、金融機関に緊急に貸付たマネーは、いずれ回収せねばな

らないということです。 

 

無際限にマネーを刷って増加貸付を続ければ、1．5～2 年後から、悪性のインフレになります。悪性のイ

ンフレは、世帯所得が上がらず（むしろ減って）、物価上がるということです。現在の、ギリシアやスペ

インに似た状況になるのです。 

 

（後の分は、短く、結論のみを書きます。理由を述べれば、とても長くなります。） 

 

Q2：金融資産の防衛には？  

 

A:高い利益率を狙ってはダメです。10％の利益で満足することです。金融資産の運用では、20％の利益の

可能性は、20％の損と同じ可能性だからです。  

 

利益の可能性のみを見て、おなじだけある損の確率を見ないで、結局、損をする人が、実に多い。AIJ の

運用の大失敗は、損を回復しようと、リスクが高いものに、大きな相場を張ったからです。金融では「う

まい話」は、いつの時代も、今後も皆無です。 

 

Q3:日銀の 2012 年の 40 兆円の国債買いの目的と、副作用は？  

 

A:2011 年から、突然ガイジンが日本国債を買い越しているからです。これが売り超になると、国内の金

融機関では買い支えができない。このため、日銀が 40 兆円枠で買うと言ったのです。 副作用は、円が売

られ、円安、株安になる恐れが高いことです。現在の日本株の上昇は、日銀の覆面買いが、先導したもの

です。  

 

通貨では GDP に対して、最も多く国債を買う国の通貨が下がります。 

 

 

Q4：国債暴落時の、生保、不動産への影響  

 

A: 生保の基金と、金融資産の価値が、下がります。 不動産は、人口が増える地帯は上がり、他は下げま

す。  

 

Ｑ5：国家破産後の、ハイパーインフレは？  

 

A:ハイパーインフレの可能性は、小さいと見ています。 他方で、資源価格、食品価格は上がります。  

 



Ｑ6：国家破産では、預金、債券は国が没収するのか？  

 

A: 預金引き出し額の制限の可能性は、残るでしょう。 預金税、資産税、相続税の増税が考えられます。 

相続税を無税にする国債を発行するかも知れません。 でもこうした荒技は、実行できない気もします。  

 

Ｑ7：円の価値は下がるのか？  

 

A:ＧＤＰ比で、中央銀行が最も多く国債を買う国の通貨が下がります。日本がそれなら、円が下がります。 

ユーロ→円→ドルの順に、思えます。  

 

Ｑ8：今からでも金を買うべきか？  

 

A:上がっても下がっても、毎月、財布に合わせ、長期 で一定額を買うことは、奨められます。 金鉱山株

や、短期の利益を狙う買いは、奨めません。  

 

上がっても、利益確定売りはせず、保有し続けることを推奨。売れば、利益に約 20％の税金がかかります。 

現金が必要なときは、金を担保に、銀行から借りればいいのです。時価のほぼ 70％には、評価されます。  

（注）ドル基軸通貨の崩壊は、金を高騰させます。  

 

41 の質問のうち、最初の 8 つについての回答の骨子です。 

参考のために、載せました。 

 

なるほどね！っていう話だ。相場の上げ下げだけを日々見ていると、どうしても｢木を見て森

を見ず｣という事にもなりかねないので、こういう見方も参考にしたい。 

もちろん、この吉田氏の見方が合っているのか？間違いなのか？の判断は、当方には下せない。

そこまでの知識・経験が無いからだ。 

 

ただしオフショア市場への資金回避をしている人は知っているし、シンガポールに移住した人

も知っているし、タックスヘブンの地域に銀行口座を作る仕事をしている人も知っている。だか

ら、こうであっても、全く驚かないが。 

 

 

 



〔貴金属〕 
今週の金の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

3 月 12 日 \4,513 44 \4,523 44 

3 月 13 日 \4,504 -9 \4,513 -10 

3 月 14 日 \4,477 -27 \4,488 -25 

3 月 15 日 \4,444 -33 \4,451 -37 

3 月 16 日 \4,464 20 \4,474 23 

金相場は、先週号においては『本当の買い場は 2番天井を打って下落した場面だと考えている

が、調整安が出るためには円安が終了しないと無理である。どこで仮に一時的にでも、円高にな

るかに注目である』とコメントした。 

今週の相場展開は、3/12 の 4,558 円まで戻した後、また下げ始めた状況である。ただしその

下げは、円高ではなく、ドルベースでの下落となっている。 

○東京金日足 

…削除済み… 

3,808 円（12/30）→4,654 円（2/27）まで 846 円幅の上昇を演じた相場は、4,331 円（3/7）

まで 323 円下げた後、4,558 円（3/12）まで 227 円戻し、また下げ始めた展開である。 

さて 4,558 円で 2 番天井を打ったかどうか？ そうだとした場合に、次の底値は幾らになる

のか？ それが問題である。 

 

4,558 円が 2番天井かどうかは、今後それをすぐに抜いてしまわない限りは有効なので、そこ

にストップロスを入れれば良いわけだ。 

買い場はやはり 4,331 円を割り込んだ辺りであろうし、出来れば 4,200 円台が欲しいところ。

4,200 円すら割り込んでしまえば、逆に相場は売りになるかもしれないが、それはまたその時考

えれば良いだろう。 

今のところ、そんな風に判断している。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \3,970 4 月 26 日 \4,751 9 月 7 日 \3,807 
12 月 30

日 
\4,464 

2012 年 6 月 \3,909 6 月 28 日 \4,754 9 月 7 日 \3,810 
12 月 30

日 
\4,468 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 
12 月 30

日 
\4,472 

2012 年 10 月 \4,229 
10 月 27

日 
\4,652 2 月 27日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,472 

2012 年 12 月 \4,037 
12 月 26

日 
\4,654 2 月 27日 \3,808 

12 月 30

日 
\4,473 

2012 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27日 \4,331 3 月 7 日 \4,474 

  

○NY 金日足（3/15 現在） 

…削除済み… 

週末 3/16 の NY 市場は、前日比 3.7 ドル安の 1655.8 ドル。安値は 1639.7 ドルまであり、チ

ャートは雲の中の下限での推移。 

国内換算では 15 時半比 21 円安であり、夜間取引で織り込み済みである。 

 

NY 金はすでに 2段下げ目に完全に入っており、…中略… 



 

CFTC 発表の 3/13 現在のファンドのポジションは、前週比約 1 万 2,300 枚減の約 15 万 900 枚

のロング。 

2 週連続の減少であり、…中略… 

 

3/16 現在の ETF 残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、4,558 円で 2 番天井を打っているだろう。先の底値である 4,331

円を割り込む下げを期待しており、4,200 円台に入った場面が買い場になるのではあるまいか。

目先売り、大勢買いの相場であると見る。 

 

 
今週のプラチナの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

3 月 12 日 \4,433 57 \4,454 60 

3 月 13 日 \4,471 38 \4,493 39 

3 月 14 日 \4,536 65 \4,556 63 

3 月 15 日 \4,516 -20 \4,533 -23 

3 月 16 日 \4,550 34 \4,569 36 

プラチナ相場は、先週号においては『7日までの下げで調整安は完了した。今は 2番天井を付

けに行っている相場であろうし、それを付けた後に、再び今回の様な調整安が到来するだろう』

とコメントした。 

今週の相場展開は、続伸した相場が 4,589 円（3/14）まで上昇し、2/27 の高値 4,535 円を更

新。一段と金以上に上がったわけだが、その後の 2日間は横ばいで終了。 

○東京プラチナ日足 

…削除済み… 

3,376 円（12/30）→4,535 円（2/27）まで 1,159 円幅の上昇を演じた相場は、4,191 円（3/7）

まで 344 円の下落を演じた後、398 円幅の上昇と高値更新である。 

 

もちろん為替が 84 円台までなった影響が大きいが、金よりも強いのは、そもそも NY プラチナ

も高止まりしているためである。 

〇NY プラチナ日足（3/15 現在） 

…削除済み… 

 金が 3/6 の安値を切っているのに対し、プラチナはそこからまだ 70 ドルほど高い水準に居る

わけだ。 

 週末 3/16 の NY プラチナは、…中略… 

 

 為替は 83 円台前半であり、まだ円安に歯止めが掛かったとは言える状況ではないが、取りあ

えず 4,589 円で 2番天井を打ったのではあるまいか？ 

 金同様に、目先は調整安が先と見ての対処がベターであろう。 

 



一代の動きは以下のとおり。 
東京プラチナ一代の動

き 
      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \4,826 4 月 26 日 \4,921 5 月 6 日 \3,363 
12 月 30

日 
\4,550 

2012 年 6 月 \4,445 6 月 28 日 \4,770 8 月 23日 \3,370 
12 月 30

日 
\4,542 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 
12 月 30

日 
\4,544 

2012 年 10 月 \3,918 
10 月 27

日 
\4,570 3 月 14日 \3,375 

12 月 30

日 
\4,553 

2012 年 12 月 \3,605 
12 月 26

日 
\4,582 3 月 14日 \3,376 

12 月 30

日 
\4,564 

2012 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14日 \4,191 3 月 7 日 \4,569 

 

○白金－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,569 円（プラチナ）－4,474 円（金）＝95 円。 

 

－547 円（12/8）→95 円（3/16）と完全にプラチナの方が高い通常のサヤに戻った展開であ

る。 

先週号でも｢ちょうど良い押し目を入れた｣とコメントしたが、今週だけで 200 円ほどサヤ取り

は成功である。 

ただし今はレンジの上限なので、来週は詰まるだろう。仕掛け場は、またプラチナが安くな

った場面と見ている。 

 

結論として当方の相場観は、4,589 円で 2番天井を打っただろう。大勢は押し目買いのままだ

ろうが、目先は調整安が先と見て、下落を待っての買いがベターであろう。4,100 円台までの下

げを期待している。 

 

 

 



〔穀物〕 
今週のコーンの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

3 月 12 日 \26,500 100 \24,320 110 

3 月 13 日 \26,800 300 \24,580 260 

3 月 14 日 \27,300 500 \24,770 190 

3 月 15 日 \27,450 150 \24,850 80 

3 月 16 日 \27,390 -60 \24,970 120 

まずはコーンから… 

先週号においては『大きな下落のためには、円高が来る以外には難しそうであるが、逆に上値

もそんなに大きいとは思えない。戻り売り方針のまま、基本的には様子見であろう』とコメント

した。 

今週の相場展開は、7 営業日連続の上昇で 25,000 円台を一時回復。およそ半年ぶりの高値で

あり、相対力指数も 70 ポイント乗せから更に上げる青天井型の相場展開となった。 

○ 東京コーン日足 

…削除済み… 

3/14 付の前場の概況では、こうコメントした。 

『こうなっては理屈は通じぬ。弱気していた穀物も手仕舞い＆両建てである。しばらくは、暴風

雨を避ける避難体制に入る。またどこかで売りも考えるが、しばし撤退だ』 

 結局相場は、その後も続伸する事となったわけだ。 

 

元々ファンダメンタルズでは、作付面積の増加と期末在庫の増加で上がる相場ではないとの

判断だったわけだが、なぜかシカゴも上がるわ、東京市場は円安の支援があるわでは、流れに

逆らうのは得策ではない。 

天井を打たぬ相場はないのだから、いずれまた売り時期が来るだろうが、今はまだ形勢不利と

の判断である。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 
東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 5 月 \27,970 4 月 18 日 \29,360 4 月 21日 \22,000 
11 月 28

日 
\27,390 

2012 年 7 月 \28,180 6 月 16 日 \28,560 8 月 30日 \22,110 
12 月 15

日 
\27,440 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \28,550 9 月 13日 \21,930 
11 月 28

日 
\27,180 

2012 年 11 月 \24,400 
10 月 17

日 
\24,940 3 月 16日 \21,110 1 月 1 日 \24,890 

2013 年 1 月 \21,790 
12 月 16

日 
\24,750 3 月 16日 \21,650 

12 月 16

日 
\24,660 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \25,040 3 月 16日 \23,060 2 月 16 日 \24,970 

 先物 3本が高値更新である。 

 

○シカゴコーン日足（3/15 現在） 

…削除済み… 

週末 3/16 のシカゴ市場は、5月限で前日比 4.00 セント高の 673.00 セント。国内換算では 15

時半比 160 円高である。 

 

東京市場は円安もあって上昇しているため、…中略… 

 



CFTC 発表の 3/13 現在のファンドのポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、売りは総撤退である。ここから買うには気分的な抵抗が大きいだ

ろうが、こういう相場は｢押し目待ちに押し目無し｣になるケースも多いものだ。どうせなら途転

買いが良いだろう。 

 

 
今週の大豆の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

3 月 12 日 \37,850 370 \44,260 -100 

3 月 13 日 \38,190 340 \44,520 260 

3 月 14 日 \40,050 1860 \44,920 400 

3 月 15 日 \39,960 -90 \45,270 350 

3 月 16 日 \39,980 20 \45,530 260 

続いて一般大豆です… 

先週号においては『円安で一段高になっている相場であるが、そんなに大きな上値は無いとの

判断である。本格的な売りには時期尚早だろうが、基本的には戻り売り方針での対処が良しとの

判断である』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末に掛けて更に続伸した相場が 45,000 円台半ばまで上昇。相対力指数

は 79 ポイント台まで上がっており、完全に青天井型の相場展開となっている。 

○ 東京大豆日足 

…削除済み… 

相対力指数は 82 ポイント辺りまで上昇した後、70 ポイントを一時割り込み、再び 79 ポイン

トへ上昇。 

これは東京市場だけでなく、シカゴ市場でも 80 ポイントに迫る大相場型のポイントになって

おり、円安も加味される東京市場の勢いは止まらない。 

こうなって 

よって遅ればせながら 3/14 付の前場の概況では、『理屈は通じぬ。弱気していた穀物も手仕舞

い＆両建てである。しばらくは、暴風雨を避ける避難体制に入る。またどこかで売りも考えるが、

しばし撤退だ』とした。 

 

正直、ここまで強い相場になるとは思っていなかったわけだが、さすがに 80 ポイント辺りで

買うのもためらわれるが、少なくともまだ売れそうもないと判断するしかあるまい。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \50,170 4 月 18 日 \51,180 4 月 21日 \31,200 
12 月 16

日 
\39,980 

2012 年 6 月 \49,820 6 月 16 日 \49,910 9 月 5 日 \33,600 
12 月 16

日 
\40,250 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \50,110 9 月 5 日 \35,610 
12 月 15

日 
\41,600 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \44,250 
10 月 17

日 
\36,410 

12 月 15

日 
\42,500 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \43,950 3 月 16日 \36,830 
12 月 16

日 
\43,950 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \45,580 3 月 16日 \41,050 2 月 16 日 \45,530 

 



○シカゴ大豆日足（3/15 現在） 

…削除済み… 

週末 3/16 のシカゴ市場は、5 月限で 5.00 セント高の 1374.00 セント。東京市場 15 時半比で

は 240 円高である。 

 

シカゴ市場は約７ヶ月ぶりの高値であり、…中略… 

 

CFTC 発表の 3/13 現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、完全に青天井型の相場は、まだ上げ道中であると見る。押し目待

ちに押し目なしで、天井を打つまで駆け上がるだろう。よって下げに転じた時は、それは押し目

ではなく、天井と見るべきだろう。 

 

 

 



〔ゴム〕 
今週のゴムの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

3 月 12 日 319.3 0.1 338.0 2.6 

3 月 13 日 321.0 1.7 339.3 1.3 

3 月 14 日 320.9 -0.1 337.2 -2.1 

3 月 15 日 316.5 -4.4 333.1 -4.1 

3 月 16 日 314.8 -1.7 332.6 -0.5 

先週号においては『20 円幅程度の逆張りの中で、どちらかと言えば押し目買いに有利な展開

で進む相場であろう。突っ込みを買って、吹き値では利食いがベターであろうと見る』とコメン

トした。 

今週の相場展開は、343.6 円（3/14）まで高値が出た後、10 円ほどの下落で終了。 

○東京ゴム日足 

…削除済み… 

年明けの 258.7 円（1/5）→344.4 円（2/24）までの上昇幅は、85.7 円。そこからは、20 円幅

程度でのもみ合いに入った感がある。 

 

チャートでは 320.4 円（3/7）が下値抵抗線であり、今週付けた高値の 343.6 円、344.4 円（2/27）

で Wトップ形成なのかどうか？というところである。 

材料を無視すれば、345 円と来ればまた新たな上げ相場が始まるだろうし、逆に 320 円を割り

込む展開となるのであれば、上げ相場は終了という可能性もある。 

 

相場はタイの市場介入ではなく、…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 3 月 318.7 9 月 27 日 327.9 
10 月 17

日 
247.5  

11 月 11

日 
314.8  

2012 年 4 月 292.5 
10 月 26

日 
330.6 2 月 27日 248.6  

11 月 11

日 
316.6  

2012 年 5 月 266.0 
11 月 25

日 
335.0 2 月 27日 256.9  1 月 5 日 321.1  

2012 年 6 月 279.6 
12 月 22

日 
339.5 2 月 27日 258.7  1 月 5 日 325.6  

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 342.0 2 月 27日 307.5  1 月 31 日 329.0  

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27日 339.6  2 月 24 日 332.6  

 

当先のサヤは、3月限314.8円～8月限332.6円と17.8円の順ザヤ。順ザヤ幅は若干拡大した。 

  

週末現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は、2/20 現在で 35 トン減の 13,976 トン。3旬連続の減少である。 

 

上海ゴム在庫は、…中略… 

 

上海ゴム価格は、東京市場同様の週前半高、週後半安のもみ合いである。 

 

 結論として当方の相場観は、どちらかと言えばまだ押し目買い有利の展開と読む。320 円台は



買い拾っておけば、利は乗るのではあるまいか。 

 

 

 



〔石油製品〕 
今週の原油の値動き 

  3 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

3 月 12 日 \63,650 70 \61,590 220 

3 月 13 日 \63,800 150 \61,790 200 

3 月 14 日 \64,340 540 \62,730 940 

3 月 15 日 \64,350 10 \62,750 20 

3 月 16 日 \63,900 -450 \61,980 -770 

まずは原油から… 

先週号においては『押し目買い方針継続の相場であろう。急落は一時的な円高到来（あるかど

うかは判らぬが）以外にはなさそうであり、1,000 円程度の押しは買い場の提供であろう』とコ

メントした。 

今週の相場展開は、NY 原油は 105 ドル前後まで軟化。しかし週末は 107 ドル台までまた上昇

して終了しており、高値持ち合いという格好になっている。 

 

東京原油は、続伸して 63,550 円（3/15）まで記録。週末は一時 61,000 円割れまで急落した

ものの、月曜付となる夜間取引ではすでに 63,000 円台を回復している。 

 

○ NY 原油日足（3/15 現在） 

…削除済み… 

週末 3/16 の NY 市場は、前日比 1.95 ドル高の 107.06 ルで終了。NY 原油の高値は 110.55 ドル

（3/1）であるが、国内換算では 15 時半比 770 円高である。 

円安とドバイ原油高が東京市場の高値の原因であり、NY 原油以上の上昇となっているわけだ

が、NY 原油も決して弱いわけじゃない。 

 

チャートでは…中略… 

 

週末は他油種も高く、ロンドンブレントは 125 ドル後半、ドバイ原油は 124 ドル後半である。 

ゴールドマン・サックスは、ブレントで夏場には 140 ドル目標とぶち上げているわけで、そ

うなると NY 原油は 125 ドル目標という事になるだろう。 

 

 なお 3/13 現在のファンドのポジションは、…中略… 

    

○東京原油日足 

…削除済み… 

｢1,000 円も押せば買っておけば良い｣としたわけだが、下がったのは週末だけ。それも前日比

では 1,700 円以上一時下げたわけだが、あっという間に下げた分はまた戻しているわけだ。今

後もこのような展開が続くだろう。 

 

為替が円高へと反転した場合は深押しするだろうが、…中略… 

 



 なお一代の動きは以下のとおり。 
東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 3 月 \45,770 10 月 3 日 \64,480 3 月 15日 \44,390 10 月 5 日 \63,900 

2012 年 4 月 \50,630 11 月 1 日 \65,020 3 月 15日 \48,130 
12 月 19

日 
\63,430 

2012 年 5 月 \51,720 12 月 1 日 \64,380 3 月 15日 \47,910 
12 月 19

日 
\62,930 

2012 年 6 月 \51,590 1 月 4 日 \64,020 3 月 15日 \51,100 1 月 4 日 \62,530 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \63,810 3 月 15日 \51,040 2 月 3 日 \62,240 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15日 \58,740 3 月 2 日 \61,980 

  

結論として当方の相場観は、上昇相場はまだ続いている。押し目買い方針堅持で、夏場に向け

ての一段高を狙うべきだろう。イラン情勢次第では、史上最高値の更新も夢ではないと見る。 

 

 
今週のガソリンの値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

3 月 12 日 \78,950 0 \75,520 140 

3 月 13 日 \79,090 140 \75,670 150 

3 月 14 日 \79,910 820 \76,850 1180 

3 月 15 日 \79,900 -10 \76,780 -70 

3 月 16 日 \78,970 -930 \76,060 -740 

続いてガソリンです…先週号においては『指数調整を完了して、また上がり始めた相場である。

ガソリン在庫も急減の中では、更に大きく舞い上がる可能性の方が高く、急落の危険性は小さい

だろう。押し目買い継続の相場であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、77,810 円（3/15）まで記録し、週末は一時急落するものの、夜間取引で

は再び 77,000 円台に返り咲くなど、上げ相場は継続中である。 

○東京ガソリン日足 

…削除済み… 

完全に青天井型のパターンであり、急落した場面を拾っておけばあっという間に利が乗る展

開である。 

 

上昇の主因が円安だったり、原油高だったりと強気の材料が次々出るわけで、こういう相場は

阿呆になって買うしかないパターンだ。 

期近 3本はすでに 8万円相場も示現しているわけで、この勢いはまだ続くであろう。 

 

 一代の推移は、以下のとおり。 
東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \58,900 9 月 26 日 \80,500 3 月 15日 \57,260 10 月 5 日 \78,970 

2012 年 5 月 \62,380 
10 月 26

日 
\80,750 3 月 15日 \59,350 

11 月 22

日 
\79,010 

2012 年 6 月 \61,020 
11 月 28

日 
\80,590 3 月 15日 \60,510 

12 月 19

日 
\78,920 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\79,810 3 月 15日 \62,500 

12 月 30

日 
\78,060 

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \78,910 3 月 15日 \64,920 2 月 3 日 \77,060 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3 月 15日 \71,700 3 月 1 日 \76,060 

 またも全限一代高値の更新である。 



 

3/16 現在の業者間転売価格は、…中略… 

  

3/11 現在のガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、まずは 8万円相場を目指した上げ相場が続くだろう。押し目買い

継続の相場であり、値頃感無用の展開が続くだろう。 

 

 
今週の灯油の値動き 

  4 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

3 月 12 日 \73,700 270 \73,560 250 

3 月 13 日 \73,890 190 \73,790 230 

3 月 14 日 \73,950 60 \74,780 990 

3 月 15 日 \73,750 -200 \74,820 40 

3 月 16 日 \73,150 -600 \74,080 -720 

最後に灯油です…先週号においては『指数調整の下げは完了し、またも上値追いの相場となっ

て来た。この展開は容易に崩れるとは思えず、押し目買いの展開は続くだろう。今の石油相場は、

大相場なのである』とコメントした。 

今週の相場展開は、続伸した相場が75,730円（3/15）まで上昇。週末は大きく下げて一時73,000

円台前半まで値を消したものの、週末の夜間取引では再び 75,000 円台に乗せている。 

○東京灯油日足 

…削除済み… 

2 月だけでも 1万 1,000 円駆け上がった相場は、指数調整の下落の後、また 5,000 円ほど上昇

している展開だ。 

 

如何に需要期明けが近いとはいえ、原油高・円安からの上昇では値を抑える材料にはならない。

また灯油は、ジェット燃料としての転嫁が可能なわけで、そちらの価格を志向する場合も良くあ

るわけだ。 

今後、本命の需要期限月が出るまで上がり続ける可能性だってあるわけで、そうなると 1月き

りが発会する 6月末まで高値が続く可能性もある。 

このペースで上がったら、簡単に 10 万円を突破しているかもしれんな。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 
東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 4 月 \59,490 9 月 26 日 \74,300 3 月 15日 \57,250 10 月 5 日 \73,150 

2012 年 5 月 \61,740 
10 月 26

日 
\74,050 3 月 15日 \59,010 

12 月 19

日 
\73,080 

2012 年 6 月 \62,400 
11 月 28

日 
\74,200 3 月 15日 \58,700 

12 月 19

日 
\72,910 

2012 年 7 月 \61,750 
12 月 26

日 
\74,500 3 月 15日 \50,660 

12 月 30

日 
\73,190 

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \75,130 3 月 15日 \61,870 2 月 3 日 \73,590 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3 月 15日 \70,040 3 月 1 日 \74,080 

  

3/16 現在の業者間転売価格は、…中略… 

 

3/11 現在の灯油在庫は、…中略… 



  

 結論として当方の相場観は、まずは 77,000 円台を目指した上げ相場が続くのだろうと考える。

最終的には、6月末まで大天井は打たないとも考えている。 

  

  

  



〔為替〕 

○ ドル/円相場日足 

…削除済み… 

84.17 円（3/15）まで円安が進んだ相場である。指数調整は起きたが、三段逆行はすでに崩れ

ており、70 ポイント以上での推移は青天井型である。 

 

日銀のインフレターゲットというのは、こんなに効果があるものなのか！と驚く次第だ。財務

省の為替介入など、何の効果もなかったのにね。 

 

どこまで円安が続くのかと言われても、今は何も考えていない。売り線が出るまでは…という

見方であり、それはまだ出ていないゆえに。 

 

○ ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

円安は、対ユーロでもまた進み始めている。105 円台まで指数調整の下げが出た後、今はまた

109 円台まで円安となっているわけだ。 

111 円と来れば、どこまで円安になるのか検討もつかぬ。 

 

○ ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

ユーロ/ドルは、現在は調整相場に入っている。調整が完了して、ここからドル高になるか、

ドル安になるかの分岐点に来たところである。 

 

〇日経 225 日足（3/15 現在） 

…削除済み… 

 完全に 1 万円を回復した相場であり、チャートでは 9200 円を超えてからは青天井の展開だ。 

 道中、指数調整の押しが入り、今は逆行現象出現中ではあるが、チャートパターンは大豆相場

と同じようでもあり、道中の上げの勢いはガソリン相場と同じようでもあり。 

 

 

このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

ひげの中ちゃん相場情報 

中田幸一郎 

メールアドレス info@higenaka.com 


